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)

雜

錄

井
ザ
I
ス

氏
の
新
m

戰
爭
と
0
A
パ
I

街
し

绾四號

五
八

I 

を
必
要
^

す
。

'

一' 

第
三
ゝ
株
式
取
引
所
に
對
す
る
銀
行
貸
付
金Q

可
.否 

 ̂

は
今
後
の
一
問
題
れ
る
を
失
は
ず
0

開
戰
の
前
a

に
於

て
、
餵
行
に
加
へ
た
る
最
大
の
打
擊
の」

は
即
ち
取
引 

所
間
錙
せ
&

れ
て
"

銀
行
が
取
引
所
證
券
に
放
下
し
、 

芡
其
證
券
に
對
し
て
、
取
引
先
に
融
通
し
た
る
資
金
の 

大
部
分
の
固
定
し
^

る
事
實
な
6

0
是
等
の
營
業
介
る 

す
，
 

適
當
の
制
限
內
に
行
は
る
、
以
上
は
"
正
當
た
る
を
失 

一
 

は
ず
^
雖
も
鈒
行
の
取
引
所
伸
買
人
に
對
す
る
貸
出
は 

今
後
最
も
大
な
る
注
意
を
要
す
可
し
。

第

四

"

鈒

行

の

有

す

る

支

拂

準

備

金

は

從

來

屢

々

攻
 

究
せ
ら
れ
て
、
未
だ
其
解
決
の
緖
R

就
く
を
得
ざ
ぅ
し 

'
ビ
雖
も
"
銀
行
が
其
所
有
す
る
準
備
金
に
就
て
鞏
固
な 

6

し
も
の
ど
す
れ
ば
、
恐
條
に
際
し
て
、
多
く
安
ん
す 

る
を
得
た
る
は
、
疑
を
容
れ
ず
0

免
か
れ
ざ
り
しV 」

す
れ
ば
、
新
る
®
爭
の
爲
め
に
、
野 

蠻

* ^
態
の
復
舊
を
促
し
、
而
し
て
野
蠻
狀
li
マC.銀
行
業 

€

其
本
質
に
於
て
、
’相
雨
立
せ
ざ
る
こ
ど
に
基
く
も
の 

ど
せ
ざ
る
可
か
&
t'
o

以
上
吾
輩
は
ゥ
ヰ
ザ
ー
ス
氏
の
新
著
に
就
て
、
最
も 

\

自
由
な
る
抜
抄
を
試
み
た
6

0
固
ょ
6

原
著
の
要
領
を 

\

叙
述
す
る
に
延
ら
ずV

J

雖
も
、
本
書
が
戰
時
に
於
け
る 

偷
敦
金
® 1
市
場
の
狀
態
，を
知
&

ん
^
す
る
翁
に
貴
重
な 

る
資
料
ビ
爲
&

ゝ
豐
當
な
る
知
識
を
與
ふ
る
の
價
値
?> 

る
こ
ビ
を
明
に
す
る
を
得
れ
6

ど
信
ず
0

時
苟
の
進
行 

I

中
に
於
て
パ
斯
る
有
益
な
る
著
作
を
公
に
す
る
の
素
養 

I
ぁ
る
卷-

.英
國
廣
し
ど
雖
も
、
ク
牛
ザ
ー
ス
氏
を
除
ひ 

て
、
他
^

其

人

を

浓

む

る

を

得

ざ

る

可

し

°

氏

の

前

著
 

ミ
ー

二
ン
グ
、
オ
グ
、
マ
ニ
ー
に
於
て
屢
々
引
用
せ
ら
れ 

j

た
る
文
學
的
章
句
の
本
書
に
絕
無
に
し
て
、
文
章
用
語 

i

共
に
平
易
な
る
は
、
大
に
喜
ぶ
可
しO

但
し
本
書
を
充 

分
に
理
解
せ
ん
^

す
る
に
は
、
先
づ

「

ミ
ー
ニ
ン
グ
、方

$

1

之
を
耍
す
る
に
ロ
ム

ベ

1

ド
埒
次
其
恐
褡
こ

8

、0

{

0
グ
マ
二

l

j

R:.
«
cて

、
.#
敦

金

融

市

場

の

一

斑

杞

通

曉

_

_

脑

| |
麵

 

P

2

_

f f
f l
l

i l
l
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^

^

^
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>k

近

世

の

國

家

に

於

け

る

官

-.

僚
の
地
位

村

田

岩

次

郧

封
雜
の
制
廢
せ
&
れ
て
君
主
路
制
の
時
代
€
な
る
や 

哲
主
は
乃
ち
國
家
ビ
同
一
視
せ
ら
れ
、
君
主
一
身
の
禍 

福
は
即
ち
國
家
の
禍
福
な
-

C
S
S

解
せ
ら
れ
き
o
乍
去
、
 

鄭
制
蔣
主
ど
雖
も
單
身
國
家
の
馮
事
を
親
裁
し
得
る
も 

の
に
わ
ら
ず
。
是
に
於
て
乎
、
君
主
の
竽
足
ど
し
て
行 

■
す
る
官
僚
な
る
階
級
は
自
か
&

發
達
す
る
に
至
れ 

6
-
0然
ら
ば
則
ち
立
憲
法
治
の
時
代
(£
:
な
6
て
は
如
何 

ど
云
ふ
に
、
官
僚
は
依
然W

し
て
陰
に
陽
に
勢
力
を
振 

ひ
ゝ
«
>法
を
以
て
人
民
の
權
利
自
由
を
保
障
し
"
議
會 

を
設
け
てg

を
人
民
の
代
表
漭
に
諮
る
が
如
き
ノ1

見 

洵
に
自
由
民
權
#
渚
の
理
想
を
其
の
儘
に
實
現
し
た
る

の
®
あ
‘
>
 ビ
雖
も
、
事
實
は
必
中
し
も
然
6

f

c法
は 

如
何
様
^
も
解
釋
せ
&
れ
得
可
く
"
殊
R.
憲
法
の
員

 ̂

の
如
き
普
通
に
簡
潔
な
る
も
の
な
れ
ば
、
從
つ
て
疑
義 

を
生
す
る
こ
€
も
»
な
か
.ら
ず
、
斯
か
る
場
合
に
®
僚 

<

は
法
規
の
欠
陥
を
巧
み
に
利
用
し
て
敢
て
不
當
な
る
解 

釋
を
下
す
こ
ど
甚
だ
珍
し
か
ら
すo

然
ら
ば
議
院
政
治
. 

の
行
は
る
、
國
に
在
6
て
は
官
僚
は
全
然
無
勢
力
な
6 

や

す

に

是

れ

亦

然

&
す
。
勿
論
政
黨
の
勢
力
が
直 

接
官
僚
に
及
ば
ん
か
。
政
黨
の
浮
沈
隆
替
S
共
に
彼
等 

の
地
位
も
亦
絕
b
ず
動
か
さ
る
可
く
"
隨
て
官
僚
の
地 

位
は
全
然
從
觸
的
ど
な
る
こ
v?
j
な
き
R
あ
ら
す
ど
雖
も
- 

其
の
結
果
は
國
家
行
政
上
に
尠
な
か
&
ざ
る
弊
寄
を
生 

ず
る
こ
ビ
あ
る
を
免
れ
ず
0
さ
れ
ば
如
何
な
る
"國
に
於 

一
て
も
政
黨
の
勢
力
に
對
し
て
少
な
く
ど
も
或
る
程
度
洚 

で
官
僚
の
地
位
を
保
障
す
る
に
至
る
も
の
な
6
0
.殊
に
、
 

科
學
、技
術
の
發
達
ど
共
に
社
會
は
多
々
益
々
奪
門
家
、
 

熟
練
家
、
俗
に
云
ふ
黑
人
の
必
嬰
を
感
ず
る
次
第
な
れ
- 

ば
"
國
家
に
在
ぅ
て
も
事
務
官
を
重
要
視
す
る
の
傾
御
，

第四號
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K九

绾
九
怨

(
m
l
n
u

雜
錄
近
世
の
画
家
に
於
け
る
窗
條
の
她
位
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九
怨
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四ニ四

)

雜

錄

近

世

の

國

象

！！
於
け
名
官
條
の
'地
除

を
生
.じ
、
政
黨
'の
消
長
ど
宵
傲
の
地
位V」

を
it
楼
相
關 

せ
ざ
&

し
む
る
の
必
婴
を
見
る
べ
しo

然
办
而
し
て
政 

務
官
は
政
界
重
點
の
移
®

ヾ
」

共
に
忽
ち
に
し
て
廟
堂
の 

人
？
な
ぅ
、
忽
ち
に
し
て
野
に
下
る
の
結
果
、
行
政
上 

到
底
事
務
官
を
不
要
視
す
る
能
ば
ず
、
否
益
々
彼
等
に 

依
賴
す
る
^

至
る
の
倾
な
き
に
わ
ら
ず
、
是
を
以
て
官 

僚
が
國
家
に
於
て
如
何
な
る
地
位
を
占
む
る
か
は
極
め 

て
重
耍
な
る
問
題
に
し
て
過
去
ノ
現
在
、
未
來
を
通
じ 

其
の
君
*

國
た
る
ど
典
和
國
た
る
ど
を
問
は
ず
-

又

搜

I 

院
政
治
の
行
は
る
、
ビ
杏
ど
を
論
せ
ず
、
決
し
て
之
を
一 

等
間
に
附
す
る
能
は
ざ
る
也
°

仍
て
本
稿
に
於
て
は
先I 

づ
舊
王
政
時
代
の
佛
葡
西
ゝ
十
九
®
紀
末
葉
以
後
の
普

蓄

、
議
院
制
霊
國
た
る
英
吉
利
、
代
議
制
共
和
國

た
る
北
米
合
衆
國
の
順
を
逐
ふ
て
近
世
の
國
家
に
於
け
一 

る
宵
僚
の
地
位
を
考
究
せ
ん
ご
欲
す
9 

■
.

舊
王
政
時
代
の
佛
蘭
西 

初
め
國
主
の
大
會
議
は1

時
殆
ん
ど
國
政
b
•の
全
支

敏

'四
戚

 

六
0

關
即
ち
高
餘
法
院(

？
与
1
6
3
3
1

) 

V
J

樞

密

院

(
c
o
n
s
d
l

 

d
u

 .
R
o
i
)

ビ
を
派
生
し
、
-
は
锊
法
上
に
、

_
は
立
法 

行
政
上
至
大
の
權
カ
を
把
持
す
.る
に
至
6

きo

此
の
圈 

密
院
を
構
成
し
た
る
人
々
は
名
鬥
貴
顯
の
士
に
わ
6

t
 

I
.

し
て
、
以
前
地
方
官
を
勸
め
た
る
者
の
如
き
旣
に
事
務
：
 

に
通
曉
せ
る
人
々
に
し
て
、
國
王
は
勿
論
隨
時
隨
意
に 

之
を
fi
g

免
し
得
た
^
N
o

一
.

斯

く

の

如

く

"

國

家

の

立

法

行

政

，は

絕

對

に

王

の

^
 

が
攝
#

梢
に
服
し
た
る
«

密
院
に
依
6

て
支
配
せ
ら
る 

>
の
狀
態
R

在
り
し
が
、
之
ど
同
時
に
內
政
上
の
事
務 

全
般
を
管
掌
し
た
る|

人
の
®

要
な
る
行
政
官
P

P
 

き
。
大
藏
卿
即
ち
是
れ
な
苟
く
も
金
錢
に
關
係
ぁ 

る
事
項
は
悉
皆
之
を
統
轄
し
ノ
從
つ
て
興
の
職
權
は
^
 

ん
と
公
行
政
の
全
範
阓
に
及
び
勢
威
甚
だ
振
ひ
し
が
、 

彼
れ
も
亦
獨
办
國
：王
に
對
し
て
責
を
負
ふ
に
止
ま
り 

き
0

中
央
行
政
上
の
實
權
が
大
藏
卿
の
掌
裡
に
®
り
レ

>
4 

2 
ノ

9

.

.

.
ど
同
時
に
地
方
の
行
政
亦
槪
し
て一

人
の
縣
命
R

依
合

S

I
グ
掌
f
r 

し

も

.

K

後
ft
然
た
る
司
法
機
て
左
右
せ
&
れ
ぬ
o

縣
务
は
•政
府
に
於
て
之

を

K

免

し

.

た
4
。
縣
令
の
下
に
は
郡
代
ぁ
办
。
縣
令
之
を
任
命
し
、 

又
隨
時
之
を
罷
免
し
得
れ
6

0縣
令
は
縣
に
於
.て
政
府 

を
代
表
し
"
郡
代
は
郡
に
於
て
政
府
を
代
表
し
、
政
府 

は
是
等
の
機
關
を
通
じ
て
地
方
のs

r

々
た
る
事
件
に
ま 

で
容
隊
し
た
办
し
な
A
O 

i 

然
&
ば
常
時
行
政
府
は
絕
對
無
制
限
な
6
し
や>J

云

\ 

ふ
に
決
し
‘て
然
ら
中
。
巴
里
高
等
法
院
は
行
政
府
に
對I 

し
て
獨
立
の
權
威
を
維
持
し
"
國
王
ビ
雖
も
高
等
法
院j 

に
對
し
て
は
殆
ん
ど
全
く
無
勢
力
な
り
き
o
怫
蘭
西
革j 

命
の
勃
發
前
、
高
等
法
院
が
人
民
の
友I

恭
君
の
敵
ど
し 

て
如
何
に
活
潑
な
る
活
動
を
爲
せ
し
か
は
.苟
く
も
近
世

\ 

#
國
史
を
織
き
た
る
も
の
、
知
悉
せ
る
所
な
ら
ん
。
殊

I 

R
罟
人
の
看
過
す
可
か
ら
ざ
る
は
、ノ
巴
里
高
等
法
院
が 

不
成
文
の
憲
法
を
祇
認
し
、
人
说
の
權
利
を
宣
言
し
た
一 

る
こ
^
楚
れ
な
h

o
佛
蘭
西
に
於
て
は
司
法
府
の
勢
威 

斯
く
の
如
く
大
な
り
し
を
以
て
、
夙
に
司
法
權
に
對
し 

て
行
政
權
を
保
誕
す
る
の
必
要
を
生
じ
、
其
の
結
果
行 

政
栽
判
の
制
度
を
見
る
に
至
れ
t

o
即
ち
公
の
利
*

に

.第
九

怨

S 
ニ
五)

雜

錄

直
接
關
係
ぁ
る
訴
訟
事
件
若
く
は
行
政
行
爲
の
解
釋
ド 

關
し
て
生
じ
れ
る
訴
鱗
の
審
理
を
普
通
の
司
法
裁
剑
所
_ 

に
廁
せ
し
め
す
し
て
，
之
を
行
政
裁
判
所
の
權
限
に
移
‘ 

す
^
同

時

に

"

私

人

間

の

爭
®
を
裁
決
す
る
を
以
て
司
. 

法
裁
判
所
に
專
屬
す
る
職
務
ど
爲
す
に
至
れ
-
c
v-o
佛
國
■ 

行
政
法
の
發
達
が
主
ビ
し
て
革
命
以
後
に
遂
げ
ら
れ
れ 

る
.こ
ど
は
固
ょ
6
容
疑
の
餘
地
な
き
所
な
る
も
其
の
以 

前
に
於
て
行
政
裁
判
制
度
の
發
達
を
見
た
る
1
事
は
哥 

人
の
注
意
を
®
す
る
所
な
b
o

十
八
世
紀
末
葉
以
後
の
普
魯
西 

封
建
の
制
廢
せ
ら
れ
て
君
主
祺
制
の
時
代
ど
な
る
や 

治
者
の
下
僚
に
對
す
る
關
係
は
一
方
的
、
公
力
的
ど
な 

治
者
は
下
僚
に
對
し
て
絕
對
礙
越
の
地
位
に
立
つ 

に
至
れ
h

o

1六
四
.〇
年
、
大
選
縣
侯
の
時
代
ょ
り
1 

七
八
六
年
即
ち
フ
レ
デ
タ
ッ
ク
大
王
の
死
に
至
る
ま
で
' 

國
家
の
官
班
は
越
主
に
對
し
て
全
ぬ
從
腐
的
の
地
位
に 

在
b
し
を
以
て
其
の
地
位
.の
如
き
も
君
ま
の
一
颦」

^

 

に
依
ぅ
て
動
か
さ
れ
た
其
後
普
魯
西
の
官
僚
は
其
-

第
四
號 

六

••

近
世
の
國
家

II
於
け
ゐ

W
僚
の
地
位



第

九

怨

(
四 
一M

O

雛

0

近
世
の
國
家
に
於
け
又

の
地
位
を】

曆
安
全
な
ら
し
む
る
が
爲
め
に
努
力
す
る 

所

わ

遂

に

一

七
九
四
年
の
法
典
の
發
布
を
見
る
に 

茧
れ
り
。
此
の
法
典
は
普
#
西
最
古
の
行
政
法
典
に
し 

て
、
之
に
依
6
、
行
政
官
は
最
早
や
君
主
の
®
斷
に
罷 

免
し
得
ざ
る
所VJ

な
れ
>

o
即
ち
此
の
法
典
は
其
後
に 

制
宠
せ
^̂
れ
た
る
行
政
法
規
^
典
に
普
#
西
に
於
け
る 

宫
僚
の
地
位
を
保
隙
し
た
る
も
の
な 

官
斑
の
托
命
は
本
人
の
意
思
を
前
提
ど
す
る
を
厥
則 

ど
す
る
も
"一

姐

任

宫

せ

ら

る

、

時

は

公

法

ヒ

の

身

分
 

を
取
得
す
る
も
の
に
し
て
、
是
れ
相
對
的
契
約
關
係
R 

基
い
て
勸
務
に
服
す
る
雇
ど
異
な
る
點
な
ぅ
。
又
宫
班 

は
必
ず
し
も
現
實
に
職
務
を
執
る
こ
ど
を
要
件
^
せ 

ず

。

服

務

を

命

せ

ら

る

、

時

は

"

職

務

に

從

は

ざ

る

可
 

か
ら
ざ
る
關
係
に
立
つ
を
以
て
足
れ
6
ど
すo

官
吏
關 

係
の
成
立
は
原
則
^
し
て
仟
命
に
依
る
も
の
^
す0

&
 

班
の
任
命
は
國
家
の1

方
的
權
カ
行
爲
た
6

0
但
し
本 

人
の
意
思
を
前
提
の
要
件
ビ
す
o
故
に
學
蓉
時
に
之
を 

公
法
上
の
契
約
ビ
稱
す
o 

.法
律
に
別
段
の
定
め
な
き
限

;-
目
嵌
の
地
位 

' 

第
四
號 

六
ニ

り
、
任
命
權
は
君
主
に
專
屬
す
o
乍
去
"
君
主
は
之
を

官
廳
に
委
任
す
る
こ
^
を
#
べ
しo

地
方
の
名
#
職
,

就
い
て
は
、
法
律
は
就
任
を
强
制
す
る
こ
€
?>
る
も
、

國
家
の
官
班
は
其
の
'.就
任
を
强
制
せ
ざ
る
を
原
則
ミ

|

す
0之
、匕
同
時
に
任
官
の
資
格
を
有
す
る
も
の
ど
雖
も
、

任
命
を
强
要
す
る
の
權
利
な
き
も
のVJ

す

◦

普

國

憲

法

第

四

條

は

規

定

し

て

日

く

"

「

各

人

は

法

律

の

前

に

平

等

f

o

階
級
的
の
特
權
を
認
め
ず
。
總
べ
て
法
定
の
罾

格
耍
件
を
具
備
す
る
者
は
均
し
く
公
の
官
職
に
就
く
こ
.

| 

Sを
得」

5

0然
&
ば
則
ち
法
定
の
資
格
要
件
^
は
何

ぞ
や
ど
云
ふ
に
、
第

；
に
公
民
權
を
有
す
る
こ
ビ
必
栗

Z
な

次

ぎ

に

一
定
の
資
格
を
有
す
る
こ
ビ
を
公
認
せ

ら
れ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
例
へ
ば
"
高
級
の
宫
逛
に
就
い

一
て
は
三
年
間
大
學
に
於
て
法
學
を
修
め
、
第1

囘
のg

驗
に
合
格
し
た
る
後
、
少
な
く
ど
九
ヶ
月
間
普
通
の
法

廷
R

勸

務

し

て^
e
g
l
e
s
n
g
s
r
e
f
e
r
e
n
d
a
r

 

ど

な
-

CS、

更
に

少
な
く 
S

も

三
i f

の

行

政

廳

の

下

に

於

て

ニ

一
 
年

乃

.
 

.

至

5

年

1
1
1ケ

月
"
の

動

務
.に

服

し

、
：
然.る

後

法
^

.

、

政

、爷

,

學
及
び
經
濟
學
の
第11

次
試
驗
を
受
く
る
も
のVJ

す
？ 

此
の
第一.1

次
賦
驗
を
通
過
し
た
る
潘
は
‘ 

.

Reglesngs 

a
s
s
e
s
s
o
r

ビ
な
斯
く
し
て
始
め
て
高
級
行
政
官
に 

任
命
せ
ら
る
、
資
格
を
有
す
る
も
の
な
ぅ
。
外
國
人
に 

關
し
て
は
、1

八
七
〇
年
六
月
}
日
の
聯
邦
法
は
任
官 

に
依
ぅ
、
公
民
資
袼
の
附
與
せ
&
る

、
こ

$
を

規

定

し 

又
他
の
支
分
國
R
屬
す
る
獨
逸
人
に
就
い
て
は
"
獅
逸
. 

帝
國
憲
法
は
任
官
に
就
い
て
當
該
支
分
國
の
公
尻
ど
異 

な
る
取
扱
ひ
を
爲
す
可
か
ら
ざ
る〖

こV 」

を
規
定
し
れ

官
逛
は
任
官
ど
同
時
に
新
な
る
權
利
_
務
を
有
す
る

\ 

に
至
る
。
官
al
の
第1

の
_
務
は
與
へ
ら
れ
れ
る
職
務 

に
服
し
、
法
律
に
準
據
し
て
忠
實
に
之
を
執
行
す
る
こ 

ビ
是
れ
な
b

o次
ぎ
に
官
斑
は
公
事
に
就
い
て
秘
密
を| 

保
持
す
る
の
義
務
を
錢
ふ
o
上
級
官
廳
の
許
可
を
得
ざ 

れ
ば
縱
令
法
廷
に
於
て
も
之
を
公
言
す
る
こ
ど
を
得 

t

下
官
は
上
官
の
命
令
に
服
從
す
る
の
_
務
ぁ
りo 

上
官
の
命
令
が
違
法
な
る
場
合
に
も
"
下
官
は
猶
之
を

第
九
怨
ヽ(

S

ニ
七)

雜

遵
泰
す
る
の
必
要
办
々
や
^
や
、
多
少
疑
問
の
存
す
る 

所
な
れ
と
も
、
槪
し
て
下
官
に
.絕
對
服
從
の
_
務
办
P
 

ど
解
せ
&
る
。
但
し
上
官
の
權
限
に
基
か
ざ
る
命
令
、
 

下
官
の
權
限
に
属
せ
次
る
職
務
を
！
！
す
る
命
令
、
法
足 

の
形
式
を
具
備
せ
ざ
る
命
令
、
犯
罪
を
構
成
す
る
命
令 

に
は
服
從
の
_
務
な
し
o
斯
か
る
命
分
に
對
し
て
は
下 

官
^
雖
も
服
從
を
拒
絕
し
得
る
も
の
な
b

o
又
官
班
は 

許
可
を
得
す
し
て
濫
6
に
他
ょ
&
蹭
與
を
受
く
る
こ

 ̂

を
得
ざ
る
な
b
o 

官
斑
が
官
斑VJ

し
て
の
義
務
を
佥
ぅ
せV

a

る
時
は
、 

三
樣
の
結
果
を
生
じ
得
べ
し
o,
即
ち
报
窖
賠
償
の
貴
任 

を
生
ず
る
こ
S
あ
る
可
く
、
懲
戒
處
分
を
受
く
る
こVJ 

6
る
可
く
、
沖
法
上
の
責
任
を
問
は
る
、
こ
^
あ
る
べ 

し
o
_官
良
ヵ
_其
0
正
當
の
權
限
を
行
使
す
る
に
方
^
^
て 

個
人
に
損
害
を
加
へ
た
る
時
は
當
該
官
班
の
責
任
の
外 

に
"
其
の
官
逛
を
使
用
す
る
國
家
の
賠
償
責
任
を
も
生 

ず
。
官
吏
が
若
し
も
其
の
®

限

を

濫

用

し

"

爲

め

に

個
 

人
に
損
害
を
加
へ
た
る
時
は
國
家
に
於
て
之
が
賠
償
の

蹲
四
號
' 
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辦

九

游

S
U
A)

u

近
世
の
國
象
に
於
け
る
货
僚
の
地

#:

貴
に
任
じ
、
當
該
官
班
は
國
家
に
對
し
て
責
を
負
は
ざ 

冬
可
か
、b
ず
o

官

班

の

懲

戒

に

就

い

て

は

へ

懲

戒

法

.の

規

定

あ

6
0
.
: 

官
逬
は
服
務
違
反
、
及
び
官
班
の
威
嚴
を
掼
ず
る
行
爲 

R
就
て
は
懲
戒
法
上
の
責
任
を
負
#
せ
ざ
る
可
か
ら
す 

懲

戒

證

雜

貴

、
罰
俸
、
轉
職
、
解
職
、
眷
等
に
し 

て
> 
下
級
官
班
の
場
合
に
は
八
日
以
內
の
拘
留
を
命
ず 

る
こ
I

得
1
伯
林
it
は
懲
戒
栽
判
所
の
設
け
あ
6
0
, 

:
官
斑
の
刑
摩
責
任
は
個
人
ど
同
機
な
3
し
良
爽 

R
非
ざ
れ
ば
犯
す
こ
ビ
を
得
ざ
る
罪
な
b

o
又
&
进
バ 

犯
す
時
は
普
通
の
®
合
ょ
々
も
刑
を
加
重
す
る
こ
^
わ 

官
s

f

 

S
が
同
時
£

f
、上
並
S

法 

上
の
責
任
を
生
ず
る
S

、
.常

馨

彥

二

檨

の

處

朝 

に
服
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
o
如
何VJ

な
れ
ば
行
爲
は
同| 

な
る
も
、
ニ
個
の
全
く
區
別
せ
ら
れ
た
る
艱
を
構
®
す 

れ
ば
也
o
乍
併
刑
法
上
の
處
分
は
常
に
優
先
的
の
效
艮 

を
有
し
"
懲
戒
裁
判
の
_
始
茬
く
は
其
の
.繼
續
を
妨
ぐ 

.
6も
のVJ 

t

o刑
^
裁

判

の

結®
、
宫

を

免f

b
る
i
.

%
四
m

.4

四

場
合
に
於
て
は
？
懲
戒
手
續
は
全
然
阻
止
せ
&
る
0
之 

^
同
時
R
刑
事
裁
判
の
結
果
當
該
官
班
の
行
爲
が
犯
罪 

を

構

成

せ

ざ

る

こ

確

定

し

た

る

場

合

に

於

て

も

-

愁 

戒
裁
判
を
關
始
す
る
，
こ

ど

を

得

る

も

の

^
すo 

一

浪

&
は
法
律
上
^
別
の
保
識
を
受
く
る
の
權
利
を
有 

す
。
脅
迫
"
又
は
暴
行
R
依
6
官
班
を
し
て
或
る
行
®

I

を
爲
•さ
し
め
、
又
は
爲
す
能
は
ざ
ら
し
む
る
者
は
刑
去 

R
依
A

て
處
罰
せ
ら
るo

又
官
&

は
俸
給
、
其
也
法
定 

の
給
與
を
請
求
す
る
等
の
權
利
を
有
すo 

官
班
關
係
は
官
逛
'の
死」

し
，
任
期
の
滿
了
、
刑
法
の 

|
&

懲
戒
^
決
等
の
事
出
に
'由
ぅ
て
消
滅
す
0
法
#

一
は
辭
職
の
權
利
を
規
定
せ
ず
。
留
任
を
必
恶
ど
認
む
る

\

時
は
任
命
官
廳
は
辭
«
の
申
請
を
拒
絕
す
る
こ
€
を
得 

;

べ
し
。

.

議
院
制
君
主
國
|

雜
吉
利 

英
國
の
矩
度
k
就
い
て
0

筆
す
可
き
.«
事
務
官
及
び 

政

務

官

の

別

遒

れ

な
&

0英
國
人
は
國
段
的
大
政
鐵
の
；
' 

發
達
に
依
-

OV

て
.I.

方
•歐
大
陸
行
は
：る
S
官
僚
政
令
?)
:

I

I| |
1
I
I||
_
r
f

s:lip
I
厕丨i
議

1 5
8 - ^

I'l
I

i s

I s 
?

制の
r ノ

弊
害
を
免
れ
得
ft
:る
ど
同
時
比
^
他
方
に
於
て
は
事
務 

官
及
ぴ
政
線
官
の
別
k

M

bて
所
謂
ネ
ボ
ィ
,
，ス
シ
ヌ 

タ
ム
の
弊
資
を
避
け
#
代
る
な
办
0
政
務
官
は
政
府
0 

3

般
政
策
を
定
め
ゝ
少
な
く
；£
も
之
を
|8
«
す
：る
の
權 

力
.を
有
す
る
も
の
.に
し
‘て
*

政
府
の
政
策
に
就
い
て
は 

.全
貴

：任

を

負

ふ

も
0
な
れ
と
も
、
事
務
官
は
政
黨
の
消 

長
隆
替
に
頓
着
な
く
永
く
其
の
地
位
に
北
ま
る
こ
ど
を 

得
る
も
の
に
し
て
ゝ
行
政
上
め
技
能
を
十
.分
に
具
べ
、 

政
府
の
定
め
n
も
政
策
を
實
行
す
る
の
任
に
當
る
も
の 

f

o

行
政
官
の
任
用
に
就
い
て
試
驗
制
度
を
採
用
す 

る
に
至
れ
る
は
一
八li.l

四

年

以
後
の
：事

に

厲

す
0
殊
it 

1

八
七
〇
年
以
來
"
勅

任

官

、

下

級

官

處

の

陛

進

^

依 

う
1:
補

充

せ

ら

.る
'\
官

職
"
導

門

的

特

殊

の

資

格

を

.必 

要
.ミ
す
る
潘
を
除
き
、〗

般
R

g驗
制
度
を
採
用
す
る 

it
M
れ 

i
o 

: 

'■
•
.
•

凡
そ
料
學
的
專
PJ
的
知
識
の
發
.達
す
る
s 

S

,
社 

會
•は
益
々
熟
練
家
、
專
門
家
彳
俗
に
.云ふ

！！

人

.の

必

恶
 

を

感
t

る
R

爭
¥

ゆ

自

然.の
.勢

？
#

さ

e
，る

を

得

ず

？

爝

I

國

家

，に

於

て

も

亦

然

^
，
。.今
0

M家

，の

行

政

れ

る

VJ

她 

方
©
行
政
れ
：る
炙
を

拙
«
す
、■
所
謂
擦
人
の
カ
を
藉
ら 

ざ
る
i
の
娘
^
,て
幾
何
な
り
^

ブ
然
々
ビ
難

.

も
み
切
萬 

事
を
#
げ
て
被
.等
尊
門
家
の
手
に
：*

せ

ん

か

、

是

れ

亦 

恐
る
可
き
弊
寶
を
生
^
る
の
危
險
な
き
に
あ
ら
ず
o
是 

'を
以
t
素
人
ビ
黑
人
".
換

言

す

れ

ば

政

務

官

.ど

事

務

官

 

ビ
の
=
欉
0

1

,を
巧

み

に

配

合

し

て

、
以

て

〗

，
方
行 

政
の
成
績
を
擧
ぐ
る
.

VJ

共
杞
他
方
官
僚
政
治
の
弊
窖
を 

»■
防
す
，る
.の
X
風
な
か
る
可
か
&
ず
。
.
政

務

官

の

職

務 

は

國

家

：の
行
政
ビ
社
會
；の
輿
論

"
殊

に

議

會

の

意

嚮̂

j 

の調節を計官僚の形

^
主

_

を

抑

制

し

て

輿

論
 

政
治
を
擁
議
す
'る
に

狂

々

。

之
に
.反

し

て

事

務

官

は

政 

務
官
は
缺
芝
ぜ
.
.る
專

門

の

知

識

を

供

給

し

"
其

の

書

策 

を
.
3て
：過
誤
な
か
&;
し
む
る
^
同
時
比
>
ニ
坦
確
«
し 

柃
ち
以
方
政
府
0:
政
策
に
順
應
し
て
#
務
を
執
る
を
a
 

て
其
0
任

務

る

な

す

む

，の
な
レ
O
.
.
A
さ

れ

ばj

省

の

長

官 

が

議

會

に一

，議

案

を

提H-
t
也
知
を
す
る
か
、
又
は
行
政 

め
'方
針
に
^

®
を
加
べ
.：.

S
a

す
.る
！
^r

先
づ
之
を
®
,

锻

m
號

.
六
容
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近

世

ゆ

國

家

1
1於
^
る
货
僚
0 :
'牠
位

務
官
に
諮
6

T其
の
意
見
を
聽
取
す
る
を
例
S
し
、
事 

務
官
の
意
見
对
實
際
に
政
務
官
の
»
度
を
左
右
す
る
の 

力
あ
6

0然
6
而
し
て
斯
か
る
制
度
が
圆
馉
に
故
障
な 

く
行
は
る
、
爲
め
に
は
政
務
官
ど
事
務
官
ビ
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而
し
'T好
政

部

局

其

人

を得
：る
. 

^
由
な
.：か
ら
ん
ど
す.

」

' 迄
官
.
»の
：登"施
：に
M
驗

.制

度

を 

採
用
す
る■に
。
至
i
し
味
可
な
办
ビ
雖：

も
、
官
立
大
學
0,
1 

\

率

業

生

を

饞

遇

し"，
其
0
新

智

を

取

ト

で

官

僚

政

治

奢 

行
.

^
し
^
,れ
ば
':

野

人
®
進
^

爲̂

：め
^
殆 

閉
«
せ

も

务
> 
の
結
果
を.見
.ね
^
:
.私
立
：大

學

©Iglg: 

大
M
整

ひ

、
へ
興
の
地
位
信
用
共
に
大
に
揚
れ
る

今
：：！

、 

制

度
®
上
^
.於
：て
，
將

拎

又

囊0
>上
杧

於

て

、'官

解

：
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對
當
の
地
步
に
立
つ
.可
き
は
正
.に
正
理
の
命
ず
る
沂 

言
«
ざ
る
可
か
0
中
0

官
斑
關
係
は
官
斑
の
死
亡
、
國
■
の
喪
失
、
免
官
等 

の
事
由
に
依
ぅ
て
消
滅
す
o
官
班
は
法
律
上
就
職
の
_
 

務
を
筠
へ
る
場
合
の
外
は
、
隨
時
骸
骨
を
乞
ふ
，J

t
を

得
べ
し
o
官
斑
は
旅
則
^
し
て
自
已
の
意
思
に
.反
し
.て 

在
官
す
可
き
義
務
を
負
ふ
も
の
に
ゎ
&
ざ
吖
ぱ
也
。
然 

れ
と
も
事
務
の
都
合
に
侬
办
"
又
は
懲
戒
處
分
を
行
ふ 

必
婴
に
*
ぅ
、
®
任
を
必
K
ど
す
る
場
合
に
於
て
は
辭 

_
の
^

斷

ぁ

る

も

何

ほ

相

當

の

期

間

ニ

時

典

の

免

官

を 

延
引
す
る
は
毫
も
不
可
な
る
こ
ビ
な
しa

 

官
逛
は
國
家
に
對
し
て
#
別
服
從
の
關
海
に
立
つ
ど 

识
時
に
又
其
の
特
別
の
保
謎
を
受
く
る
も
の
に
し
て
、 

國

家

が

其

の

花

官

中

之

に

俸

給

を

給

し

.、
退
官
後
に
は 

恩
給
を
給
へ
.、
其
の
職
務
を
執
行
す
る
に
方
6
で
は
]̂ 

罰
權
を
以
て
之
を
保
護
し
、】

定
•の
事
曲
J>
る
場
合
の 

外
狠
&

R之
を
免
官
せ
ざ
る
が
如
き
、
.即
ち
其
の
例

 ̂

f
f
l
し

官

班

が

刑

法

上

の

特

別

の

保

識

..を
受
く
る

：
^

如
'き
は
實
は
：官
處
の
權
利
に
あ
ら
ず
し
て
、
法
の
反
射 

^

外
な

^

す
0

:

官
班
.が
刑
法
.に
觸
る
、
行
^
に
依
ぅ
て
刑
罰
を
曼
く

る
は
勿
論
な
る
が
"
官
班
に
?>
,
6ざ
れ
ば
犯
す
こ
ビ
を

:

得
ざ
：る犯

！
；

V
J官
S
が
犯
す
時
は
泓
人
が
犯
し
た
る
場

合
ょ
.
.も̂
刑
を
1:
く
せ
る
犯
罪
マ」
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0例
へ
ば
刑
法

第
商
九
十一‘i I

條
乃
至
.第
西
九
十
瓦
條
％第
百
九
十
七
條
、

第

哲

九

十

八

條

等

の

，
如

き

は

'
所

謂

職

務

犯

罪

を

規

定

し
、
又
刑
法
第
西
三
十
八
條
は
所
謂
准
職
務
犯
罪
を
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定
せ
る
な
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A

官
.班
は
職
務
に
違
反
し
、
又
其
の
品

位

、を
失
墜
す
る 

の
行
爲
k
就

い

.で
懲
戒
上
の

實

任

を

負

辩

す

る

も

の

な 

る
が
^
此
の
懲
戒
に
は
匿
见
懲
戒
ビ
排
除
懲
戒
ど
^

p

o
 

r

は
義
務
違
反
の
匡
正
を
目
的
、

/j

し
，j

は
義
務
違
反 

*
夫
れ
自
身
の
#
除
.を
目
的V 」

す
o
譴
責
罰
俸
は
匡
正 

懲
戒
の
普
通
の
羊
段
に
し
て
、
解
職
a
官
は
排
除
懲
戒 

の
手
段
：た
-
^
0
.，

s.
%
の
活
1
に
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は
■私

&

濟
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h
_
H
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_
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^fSY

.W
R
し

て

、
T
«

公
力
的
なA
Oヾ

國

家

の

活

動

.が

私

經

，

• 

濟
的
.な
る
場
合
.に
.在
.点
：て
は

'
、

國
家
ビ
_
も
私
.法

の

：規 

定
に
侬
6
て
支
配
せ
&
る
ベ
し
。
從
つ
て
官
班
が
斯
か 

る
場
合
に
個
人
に
損
窖
を
加
へ
た
る
時
は
別
段
の
規
定 

な
き
限
^
V
K法
の
规
定
R
從
ひ
、
賠
償
責
仔
を
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め
ざ
一 

る
可
か
&
す
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し
て
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法
に
は
、
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人
は
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事
興
他
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の
代
理
人
が
其
職
務
を
行
ふ
に
付
き
他
人
に
加
へ
た
る
' 

损
*
を
胳
偾
す
る
の
責
に
任
ず
可
き
を
定
め
"
又
他
人
一 

を
使
用
す
る
も
の
は

^

の
被
相
潴
の
過
失
に
依
り
第
三 

齊
に
®
ベ
た
る
根
»
を
赔
償
す
る
の
賢
?>
る

こ

ビ

を

定
 

め
た
り
-
國
家
の
记
動
か
公
カ
的
な
る
場
合
に
は
、
國

| 

家
は
當
然
私
法
の
適
用
を
受
く
可
き
も
の
に
ぁ
ら
ず
。

\ 

而
し
て
現
在
我
が
：國
に
於
て
は
フ
此
の
場
合
に
於
け
るj

國
家
及
び
官
史
の
賠
偾
責
任
に
關
す
る1

般
的
規
定
な
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し
。尙

ほ
痛
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に1.
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す
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務
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事
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す
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ま
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を
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す

る

に

非
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れ
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政

務
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進

行

を
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消
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ら
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む
る
を
得
ず
。
然
る
に
若
し
も
楚
等
の
官
JK
の
任
用
が 

窮
屈
な
る
制
限
を
裳

る

；時
^T

政
鑛
内
開
の
M

®せ
ら
 

る

、

場

合

に

適
當
0
人

物

を

得

る
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に

荐

し̂
ざ

る

を

得
 

t

o
之
ど
同
時
に
行
政
上
の
知
識
經
驗
に
當
む
行
政
官 

も

亦

國

家

行

政

上

必

要

に

し

て

"

典

の

任

用

に

付

て
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少
窮
屈
の
制
限
を
設
く
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を
#
ざ

る

ベ
し
0
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務
官
の
知
識
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部
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し
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、
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密
な
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す
る
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な
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し
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務
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ビ
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務 

官
ノ
事
務
官
の
別
を
認
め
た
る
以
上
、
政
務
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務
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務
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に
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